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今がシーズンのみかん狩り。富浦幼稚園の子どもたちが、三芳地区の杉田農園でみかん狩りを楽しみました。
「おいしい」「家族のお土産にする」など子どもたちは大喜び！ビニール袋いっぱいにみかんをいただきました。

「大きいみかんは、
どこかな」



2 2013年12月号

　

教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
思

考
力
と
心
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
に
、

１
０
０
字
以
内
で「
あ
り
が
と
う
」を
テ
ー

マ
に
し
た
文
章
を
書
く「
百
字
で
伝
え
る
私

の
想
い
」作
文
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

３
回
目
と
な
っ
た
今
年
度
は
、
市
内
外

よ
り
２
７
１
３
通
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
、
気
づ
か
ず
見

逃
し
て
し
ま
う
出
来
事
に
目
を
向
け
て
、

そ
の
時
の
心
情
を
思
い
起
こ
し
、
１
０
０

文
字
の
文
章
に
つ
づ
り
ま
す
。

　

今
年
も
家
族
や
友
だ
ち
、
先
生
な
ど
身

近
な
人
に
あ
て
た
温
か
い「
あ
り
が
と
う
」

の
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。
多
数
の
ご
応
募
、

心
よ
り
感
謝
し
ま
す
。

　

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

水み
ず
か
み上　

姫ひ

な波（
和
田
小
４
年
）

　

｢

こ
れ
が
い
い
。｣

私
が
わ
が
ま
ま
を
言
っ

て
も
、｢

い
い
よ
。｣

と
必
ず
そ
よ
ち
ゃ
ん
は

言
っ
て
く
れ
て
と
て
も
う
れ
し
い
よ
。
け

ど
ケ
ン
カ
も
す
る
ね
。
す
ぐ
、
仲
な
お
り

す
る
と
今
の
は
何
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
と
思

う
ぐ
ら
い
楽
し
い
よ
。
こ
れ
か
ら
も
仲
よ

く
し
て
ね
。

磯い
そ
べ部　

彩あ
や
の乃（

南
三
原
小
５
年
）

　

水
泳
全
国
大
会
前
日
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

で
、
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
な
時
、
宿
泊
先

の
ホ
テ
ル
で
い
っ
し
ょ
に
寝
て
く
れ
た
友

達
。
悩
み
を
聞
い
て
く
れ
て
悩
み
を
全
部

打
ち
明
け
て
く
れ
て
、
た
よ
り
に
し
て
く

れ
て
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
。
本
当
に

大
好
き
。

　
【
お
じ
い
ち
ゃ
ん
へ
】

栗く
り
は
ら原　

嶺れ
い
じ志（

朝
夷
小
６
年
）

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
僕
の
喘
息
が
出
た
時

必
死
に
先
生
の
話
を
聞
い
て
心
配
し
て
い

た
ね
。
そ
ん
な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
顔
見
て

た
ら
気
分
が
よ
く
な
っ
て
き
た
よ
。
い
つ

も
短
気
で
す
ぐ
怒
る
け
ど
僕
達
の
事
を
考

え
て
く
れ
て
い
る
ん
だ
ね
。
今
度
は
僕
が

助
け
る
か
ら
ね
。

　
【
昔
の
自
分
へ
】鈴
す
ず
き木　

美み
さ
き咲（

千
倉
中
１
年
）

　

小
学
生
の
頃
の
私
は
、
い
じ
め
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
、
苦
し
み
な
が
ら
生
き
て
き

た
。
で
も
今
の
私
が
こ
こ
に
い
ら
れ
る
こ

と
は
、
小
学
生
の
私
が
、
苦
し
み
を
乗
り

越
え
て
き
た
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
が
わ

　
【
お
か
あ
さ
ん
へ
】

渡わ
た
な
べ辺　

莉り

な奈（
南
三
原
小
１
年
）

　

わ
た
し
は
が
く
ど
う
に
い
っ
て
い
ま
す
。

ゆ
う
が
た
お
そ
く
、
お
か
あ
さ
ん
が
む
か

え
に
き
て
く
れ
ま
す
。
手
は
お
し
ご
と
で

ば
り
ば
り
し
て
い
ま
す
。
い
っ
し
ょ
う
け

ん
め
い
は
た
ら
い
て
く
れ
て
い
る
か
ら
だ

と
お
も
い
ま
す
。
そ
ん
な
お
か
あ
さ
ん
が

す
き
で
す
。

　
【
大
じ
い
ち
ゃ
ん
へ
】

関せ
き
が
み上　

拓た
く
と叶（

南
小
２
年
）

　

大
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
あ
そ
び
に
行
く
と
、

｢

い
つ
も
あ
り
が
と
な
。｣
と
言
い
、
ゴ
シ
ゴ

シ
せ
な
か
を
こ
す
る
と｢
お
お
、
い
い
き
も

ち
だ
。｣

と
声
を
あ
げ
ま
す
。
小
さ
い
時
か

ら
、
か
わ
い
が
っ
て
く
れ
ま
す
。
ぼ
く
の

ほ
う
が
、｢

あ
り
が
と
う
。｣

と
言
い
た
い
で

す
。

　
【
友
だ
ち
へ
】大お
お
の野　

美み

み海（
朝
夷
小
３
年
）

　

今
日
、
友
だ
ち
と
け
ん
か
を
し
た
。
私

も
わ
る
い
け
ど
、
相
手
も
わ
る
い
と
思
っ

た
。
明
日
、
学
校
に
行
く
の
が
い
や
だ
と

思
っ
た
。
次
の
日
、｢

ご
め
ん
ね
。
い
っ

し
ょ
に
、
学
校
い
こ
う
。｣

と
言
っ
て
く
れ

た
。
う
れ
し
か
っ
た
よ
。｢

私
も
ご
め
ん
ね
。」

か
っ
た
。
昔
の
自
分
に
、
あ
り
が
と
う
。

が
ん
ば
っ
て
生
き
て
く
れ
て
。

　
【
両
親
へ
】

的ま
と
ば場　

遥は
る
か香（

千
倉
中
２
年
）

　

私
は
今
反
抗
期
。
迷
惑
か
け
て
い
る
の

は
知
っ
て
る
よ
。
言
葉
が
き
つ
く
て
ご
め

ん
な
さ
い
。
だ
け
ど
い
つ
も
温
か
い
私
の

居
場
所
で
あ
り
が
と
う
。
心
か
ら
感
謝
し

て
い
る
よ
。
い
つ
も
は
言
え
な
い
け
れ
ど

あ
な
た
達
二
人
の
子
供
で
本
当
に
良
か
っ

た
で
す
。

　
【
部
の
み
ん
な
へ
】

小お
だ
か髙　

美み
さ
き咲（

千
倉
中
３
年
）

　

私
が
部
長
に
な
り
、
み
ん
な
に
は
沢
山

迷
惑
を
か
け
た
ね
。
指
示
不
足
で
判
断
が

甘
く
て
、
失
敗
し
て
。
そ
の
度
に｢

ご
め
ん

ね｣

し
か
言
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
私

を
信
じ
て
く
れ
た
み
ん
な
に
、｢

ご
め
ん
ね
」

じ
ゃ
な
く
、
心
か
ら
、｢

あ
り
が
と
う｣

　
【
地
域
の
人
へ
】手て
づ
か塚　

超こ
す
も望（

安
房
高
校
）

　

私
は　

地
域
の
人
か
ら
よ
く
挨
拶
の
で

き
る
子
だ
と
言
わ
れ
る
。
な
ぜ
そ
う
よ
ば

れ
る
か
。
私
に
は
挨
拶
の
師
匠
が
い
る
か

ら
だ
。
師
匠
の
と
て
も
温
か
い
挨
拶
に
は

不
思
議
な
力
が
あ
り
、
心
が
温
か
く
な
る
。

私
は
師
匠
の
よ
う
に
な
り
た
い
か
ら
挨
拶

が
で
き
る
。

　
【
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
】

宇う
ば
た畑　

房ふ
さ
こ子（

千
倉
地
区
）

　

四
人
の
子
供
が
親
に
成
長
し
、
八
人
の

孫
、
命
の
バ
ト
ン
を
受
け
継
い
で
、
元
気

第
三
回「
百
字
で
伝
え
る
私
の
想
い
」 

入
賞
者
発
表

応
募
総
数　

２
７
１
３
通
！

〜
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
〜

最
優
秀
賞
作
品



32013年12月号　

入賞された皆さんと関係者

で
い
る
。
特
別
秀
い
で
て
い
る
こ
と
も
な

く
平
凡
の
な
か
で
か
け
が
え
の
な
い
幸
福
。

ま
た
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
方
々
。

海
と
山
自
然
環
境
が
、
私
に
は
全
て
が
あ

り
が
と
う
。

井い

い伊　

祐ゆ

み

こ
美
子（
和
田
地
区
）

　

両
親
共
働
き
で
我
が
子
と
ゆ
っ
く
り
遊

ん
で
あ
げ
ら
れ
な
い
。
や
り
た
い
事
も
我

慢
し
て
い
る
事
が
多
く
、
歯
を
グ
ッ
と
か

み
し
め
て
い
る
。
で
も
時
に
は
マ
マ
が
疲

れ
て
い
る
と
進
ん
で
手
伝
い
を
し
て
く
れ

て
、
と
て
も
優
し
い
我
が
子
に
あ
り
が
と

う
。

【
小
学
校
の
部
】

　

青
木　

理
央　
（
朝
夷
小
１
年
）

　

星　
　

陽
亮　
（
健
田
小
２
年
）

　

伊
藤　

唯
翔　
（
白
浜
小
３
年
）

　

藤
田
健
太
郎　
（
白
浜
小
４
年
）

　

和
泉
澤
春
華　
（
富
浦
小
５
年
）

　

伊
藤　

稚
菜　
（
南
小
６
年
）

【
中
学
校
の
部
】

　

長
谷
川
由
香　
（
丸
山
中
１
年
）

　

渡
辺　

実
華　
（
丸
山
中
２
年
）

　

星
野　

晃
久　
（
丸
山
中
３
年
）

【
高
校
の
部
】

　

亀
田　

智
史　
（
安
房
高
校
）

【
一
般
の
部
】

　

菅
崎　

優
子　
（
富
山
地
区
）

　

牧
野
て
る
子　
（
館
山
市
）

【
小
学
校
の
部
】

　

辻　
　

未
久　
（
富
浦
小
１
年
）

　

栗
原　

果
音　
（
丸
小
１
年
）

　

井
口　

航
輝　
（
南
三
原
小
１
年
）

　

伊
藤　
　

想　
（
南
小
２
年
）

　

押
元　

麻
愛　
（
朝
夷
小
２
年
）

　

山
本　

も
ね　
（
朝
夷
小
２
年
）

　

関
口　

皓
太　
（
富
山
小
３
年
）

　

岡
田　

佳
凡　
（
七
浦
小
３
年
）

　

宇
山　

愛
瑚　
（
七
浦
小
３
年
）

　

吉
井
菜
美
子　
（
白
浜
小
４
年
）

　

岡
本　

昌
士　
（
三
芳
小
４
年
）

　

若
王
子
咲
月　
（
富
浦
小
４
年
）

　

近
田　

優
里　
（
南
三
原
小
５
年
）

　

石
崎　

恵
治　
（
富
浦
小
５
年
）

　

鈴
木　

寛
大　
（
南
三
原
小
５
年
）

　

佐
藤　

颯
斗　
（
忽
戸
小
６
年
）

　

伊
藤
あ
さ
ひ　
（
富
山
小
６
年
）

　

吉
田　

隼
和　
（
和
田
小
６
年
）

【
中
学
校
の
部
】

　

林　
　

愛
弓　
（
白
浜
中
１
年
）

　

南
條　

真
吾　
（
千
倉
中
１
年
）

　

池
田
友
佳
里　
（
丸
山
中
１
年
）

　

菅
崎　

友
美　
（
富
山
中
２
年
）

　

吉
井
菜
々
子　
（
丸
山
中
２
年
）

　

石
井
美
乃
里　
（
丸
山
中
２
年
）

　

岡
田　

実
凡　
（
千
倉
中
３
年
）

　

吉
田　

健
太　
（
三
芳
中
３
年
）

　

川
又　

海
利　
（
和
田
中
３
年
）

【
高
等
学
校
の
部
】

　

木
村　

梨
映　
（
安
房
高
校
）

　

加
戸　

海
里　
（
安
房
高
校
）

　

佐
久
間
尚
希　
（
安
房
高
校
）

【
一
般
の
部
】

　

網
代　

弘
子　
（
白
浜
地
区
）

　

石
井　

洋
子　
（
富
浦
地
区
）

　

朝
夷
小
学
校
の
皆
さ
ん

　

南
三
原
小
学
校
の
皆
さ
ん

　

丸
山
中
学
校
の
皆
さ
ん

　

富
山
幼
稚
園　

す
み
れ
組
の
皆
さ
ん

　　

南
房
総
市
教
育
の
日（
11
月
16
日
）中
央

行
事
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
の
皆
さ
ん
に
は
作
文
を
披
露

し
て
い
た
だ
き
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
と

感
動
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
最
優
秀
賞
・
優

秀
賞
の
皆
さ
ん
に
は
、
賞
状
の
ほ
か
に
、

賞
品
と
し
て
自
分
の
作
文
が
印
刷
さ
れ
た

「
房
州
う
ち
わ
」が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
教
育
課　

☎
46
―
２
９
６
６

最優秀賞の皆さんは作文を披露しました

優
秀
賞

佳
作

団
体
賞

特
別
賞
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人事行政の運営などの状況 問　総務課　☎ 33-1025

　地方公務員法第５８条の２および南房総市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例第６条の規定
により、平成２４年度における人事行政の運営などの状況についてお知らせします。

１　職員の任免および職員数に関する状況

２　職員の給与の状況

（１）採用および退職の状況　

（３）年齢別職員数の状況

（１）人件費の状況（普通会計決算）

（２）職員給与費の状況（普通会計決算）

（３）職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況

（４）職員の初任給の状況（平成25年4月1日現在）

（２）部門別職員数の状況（単位：人） （単位：人）

（単位：人）

職　種 平成24年度
採用者数

平成24年度退職者数
定年
退職

勧奨
退職

普通
退職

その他
(死亡など ) 合計

一般行政職
学 芸 員職 0 0 0 0 0
保育士職 0 0 0 0
技能労務職 0
医 師 職 0 0 0
医療技術職 0 0 0 0
看護師職 0 0 0 0
薬剤師職 0 0 0 0 0
合    計

部　  局 平成２４年
４月１日現在

平成２５年
４月１日現在

市 長 389 331
教育委員会 110 157
農業委員会 　4 　4
議会事務局 　6 　6
監査事務局 　2 　2
選挙管理委員会 　1 　1
病 院 　37 　34
水 道 　23 　22
合    計 572 557

注：常勤の教育長を含みます。

注：職員手当には退職手当を含みません。職員数は、平成 24 年 4月 1日現在の普通会計関係に属する職員数です。

注：常勤の教育長を含みます。

年齢 (歳 ) 18～24 25～29 30～34 35～39 40～44 45～49 50～54 55以上 合　計
H24.4.1現在 6 41 85 106 90 81 75 88 572
H25.4.1現在 9 32 74 100 104 74 81 83 557

区　分 住民基本台帳人口
  ( 平成 24年度末 )

歳 出 額
　（Ａ） 実質収支 人 件 費

（Ｂ）
人件費率

（Ｂ）／（Ａ）
平成24年度 42,027 人 22,002,773 千円 1,100,537 千円 4,327,254 千円 19.7％

区　分 職員数
（Ａ）

給　　　　　与　　　　　費 一人あたり
給与費 B/A給　 料 職員手当 期末 ･ 勤勉手当 計 Ｂ

平成 24年度 488 人 1,933,766 千円 214,594 千円 692,708 千円 2,841,068 千円  5,822 千円

職種
平成 24 年 4 月 1 日現在 平成 25 年 4 月 1 日現在

平均年齢 平均給与
月額（円） 平均年齢 平均給与

月額（円）給料 諸手当 給料 諸手当
一般行政職 44 歳 1 か月 375,594 340,799 38,975 44 歳 4 か月 378,805 342,778 36,027
技能労務職 50 歳 0 か月 260,846 242,527 18,319 50 歳 11 か月 267,664 248,945 18,719
教　育　職 37 歳 0 か月 304,113 292,299 11,814 38 歳 10 か月 322,167 309,804 12,363

区　　分 市 国

一般行政職
大学卒 172,200 円 172,200 円
高校卒 144,500 円 140,100 円

技能労務職
技能職員 137,200 円 ―
労務職員 133,100 円 ―
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３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

（５）一般行政職の級別職員数の状況（平成25年4月1日現在）

（６）職員の手当の状況
・期末手当・勤勉手当

・特殊勤務手当（平成25年4月1日現在）

・その他の主な手当（平成25年4月1日現在）

・特別職の報酬などの状況（平成25年4月1日現在）

（平成25年4月1日現在）

・退職手当（平成25年4月1日現在）

・時間外勤務手当

注： 退職手当の１人あたり平均支給額は、平成 24 年度に退職
した職員に支給された平均額です。

区　分 １級 ２級 3級 ４級 5級 6級 7級 8級

合計標準的な
職務内容

主事
技師

主事
技師

主任主事
主任技師

係長
副主査

係長
主査

課長補佐
副主幹

所長
課長
主幹

部長

職員数 3 40 63 75 42 72 44 11 350
構成比 0.9％ 11.4％ 18.0％ 21.4％ 12.0％ 20.6％ 12.6％ 3.1％ 100.0％

１人あたり平均支給額（平成24年度） 1,363千円

平成24年度支給割合 期末手当
勤勉手当

2.60 月分
1.35 月分

加算措置の状況 職制上の段階、職務の級など
による加算措置（5％～ 20％）

区　　分 自己都合 勧奨・定年

支
給
率

勤続 20 年 23.03 月分 28.7875 月分
勤続 25 年 32.83 月分  38.955 月分
勤続 35 年 46.55 月分   55.86 月分
最高限度額 55.86 月分   55.86 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置　2％～ 20％加算
1 人あたり平均支給額 8,729 千円 23,545 千円

支給実績 (平成24年度決算 ) 5,068 千円
支給職員1人あたり平均支給年額
（平成24年度決算） 168,933 円

手当の種類 10 種類

代表的な
手当の名称

塵
じんかい

芥処理作業手当・塵芥処理事務手当・
収集業務手当・処理業務手当など

支給実績（平成 24 年度決算） 58,441 千円

支給職員1人あたり平均支給年額
（平成24年度決算） 119,756 円

扶養手当
・配偶者　13,000 円　・配偶者以外の扶養親族　１人につき 6,500 円
　　　　　　　　　　　（職員に配偶者がない場合、そのうち 1人については 11,000 円）
・満 16 歳の年度始めから満 22 歳の年度末までの子　　1人につき 5,000 円加算

住居手当 ・ 借家、借間の場合（月額 12,000 円を超える家賃支払い者）家賃月額に応じて、月額 27,000 円
を限度に支給

通勤手当 ・交通機関など利用者　最長期間の運賃負担額に応じて、月額 55,000 円を限度に支給
・交通用具など利用者　通勤距離に応じて、月額 24,500 円を限度に支給

区　　　分 給料月額など 期末手当 退職手当

給　料 市　長
副市長

830,000 円
694,000 円

（平成 25 年度支給割合）
6月期　1.875 月分
12 月期　2.025 月分

計  　3.90 月分

830,000 円×在職月数× 0.35
694,000 円×在職月数× 0.25

報　酬
議　長
副議長
議　員

413,000 円
360,000 円
337,000 円

開始時間 終了時間 休憩時間 勤務時間

8 時 30 分 17 時 15 分 12 時 00 分～ 13 時 00 分 7時間 45 分
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４　職員の分限および懲戒処分の状況

５　職員の服務の状況

６　職員の研修および勤務成績の評定の状況

７　職員の福祉および利益の保護の状況

８　公平委員会の業務の状況

（１）分限処分者数の状況（平成24年度）

（１）年次有給休暇の取得状況
　　（平成24年4月1日
　　　　～平成25年3月31日）

（１）研修の実施状況（平成24年度）

（２）勤務成績の評定の状況

（１）職員健康管理に関する状況

（２）共済制度

（３）互助会制度

（１）勤務条件に関する措置の要求に係る事項　　　　該当する案件なし
（２）不利益処分に関する不服申し立てに係る事項　　該当する案件なし

　平成24年４月１日における定期昇給においては、評定期間（１年間）の全期間を通して勤務した者につ
いては、一律昇給（標準４号給、55歳以上については２号給）を実施しています（病気などの休業のあっ
た者については下位区分（０～３号給）に決定）。

　職員の健康管理状態を把握し、健康被害や疾病の早期発見を行うため、定期健康診断、生活習慣
病予防健康診断、メンタルヘルス対策として心の健康相談などを実施しています。

　職員の掛金と事業主である市町村の負担金で運営されている千葉県市町村職員共済組合および
公立学校共済組合の制度により、次のような事業を実施しています。
・健康管理のための生活習慣病予防健診、人間ドックの利用制度　
・家族の生活安定のための出産療養等給付事業
・家族の生活安定のための健康保持、心身のリフレッシュのための宿泊施設の運営

県内市町村などで組織された千葉県市町村職員互助会に加入しています。
　ア）運営　職員の掛金と市町村の負担金により運営されています。
　　　　　　■職員掛金（個人負担）　給料月額×4.5/1,000
　　　　　　■市負担金（公費負担）　給料月額×4.5/1,000
　イ）主な事業内容　各種給付事業、厚生事業（保険事業）

ウ）支出状況（平成24年度）

（２）育児休業および
　　部分休業の取得状況（平成24年度）

（３）介護休暇の
　　取得状況（平成24年度）

（２）懲戒処分者数の状況（平成24年度）

人事行政の運営などの状況

（単位：人） （単位：人）

降　任 免　職 休　職 降　給 合　計
0 0 ５ 0 ５

戒　告 減　給 停　職 免　職 合　計
0 0 2 0 2

平均取得日数 消化率
11.7 日 26.3％

区　分 育児休業
取得者数 (人 )

部分休業
取得者数 (人 )

男性職員  0 0
女性職員 10 0
合　計 10 0

区　分 介護休暇
取得者数 (人 )

男性職員 0
女性職員 1
合　　計 1

区  分 受講者数 (人 ) 備　　考

広域研修 41 安房郡市広域市町村圏事務組合が行う研修（新規採用職員研修、初級職員研
修、中級職員研修、課長補佐・係長研修、クレーム対応研修、接遇研修）

派遣研修 97 千葉県自治研修センター、市町村アカデミー、自治大学校が行う研修など

区　分 支 出 額 備　考
職員掛金 785 千円 人数 530 人
市負担金 785 千円
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光
フ
ァ
イ
バ
ー
を
利
用
し
た

起
業
家
紹
介　

№
７

〝
田
倉
フ
ァ
ー
ム
〞

和
田
町
上
三
原
地
区
に
あ
る
交
流
体
験
施
設「
く
す
の
木
」

の
近
く
の
空
き
家
を
借
り
受
け
て
、
安
心
・
安
全
な
無
農
薬

栽
培
を
実
践
す
る「
田
倉
フ
ァ
ー
ム
」の
田
倉
剛
さ
ん（
35
才
）

に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

…
出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か
？

　

東
京
都
新
宿
区
出
身
で
す
。

…
農
業
へ
の
き
っ
か
け
は
？

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
に
農
家
と
触
れ
合
う
機
会
が
あ
り
、
農

業
は
、
作
る
技
術
だ
け
で
な
く
、
顧
客
ニ
ー
ズ
を
つ
か
む
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
力
、
販
売
の
た
め
の
営
業
力
が
求
め
ら
れ
る
ビ
ジ

ネ
ス
総
合
力
の
仕
事
で
あ
る
と
認
識
し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
れ

こ
そ
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
旺
盛
な
私
の
仕
事
だ
と
決
め
ま
し
た
。

…
南
房
総
に
来
た
き
っ
か
け
は
？

　

サ
ー
フ
ィ
ン
が
好
き
で
南
房
総
市
に
何
度
か
来
て
い
ま
し
た
。

暖
か
く
て
海
が
コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
で
あ
り
、
魚
も
お
い
し
い
と

こ
ろ
が
気
に
入
っ
て
い
た
の
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
１
／
ｆ
計
画
の

堀
内
さ
ん
に
出
会
っ
た
こ
と
で
す
。

…
事
業
内
容
は
？

　

安
心
・
安
全
な
無
農
薬
栽
培
の
西
洋
野
菜
を
１
人
で
も
多
く

の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
目
指
し
て
、
朝
採
り
し
た

野
菜
を
毎
週
東
京
都
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
、
そ
の
日
の
う
ち
に

私
が
直
接
配
送
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
は
、
一
般
家
庭
向
け
と

レ
ス
ト
ラ
ン
向
け
の
宅
配
を
し
て
い
ま
す
。
収
穫
し
た
そ
の
日

の
出
荷
に
は
こ
だ
わ
っ
て
い
ま
す
。

…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
方
法
は
？

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ブ
ロ
グ
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
を
活
用

し
て
い
ま
す
。
営
業
手
段
と
し
て
情
報
発
信
は
非
常
に
重
要
で

あ
り
、
大
阪
や
仙
台
な
ど
地
方
の
レ
ス
ト
ラ
ン
関
係
者
か
ら
の

注
文
も
来
て
い
ま
す
。

最
高
に
お
い
し
い
野
菜
を
消
費
者
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い

…
事
業
の
目
標
や
夢
は
？

　

最
高
に
お
い
し
い
野
菜
を
追
求
し
て
い
ま
す
。
安
心
・
安
全
な

無
農
薬
栽
培
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
最
高
の
食
味
・
野
菜
本
来
の

お
い
し
さ
を
目
指
し
、
不
耕
起
栽
培
を
実
践
し
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
お
い
し
い
と
い
っ
て
も
ら
え
る
西
洋
野
菜
を
ひ
と
り
で
も
多

く
の
方
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

自慢の西洋野菜農園の前で

　

現
在
、
や
さ
し
い
お
嫁
さ
ん
を
募
集
中
で
す
！
（
笑
）

田
倉
フ
ァ
ー
ム　

☎
０
９
０
―
８
９
６
１
―
０
３
３
１

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://takurafarm
.jim
do.com

/

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
え
て
】

　

食
味
・
栄
養
価
の
高
い「
旬
野
菜
」栽
培
へ
の
こ
だ
わ
り
、
じ
っ

く
り
味
の
濃
い
野
菜
に
育
て
る
た
め
、
生
き
物
の
ち
か
ら（
糞
）＋

ご
く
わ
ず
か
な
鶏
糞
し
か
与
え
な
い
で
野
菜
本
来
の
生
き
抜
こ
う

と
す
る
パ
ワ
ー
を
利
用
し
た
農
法
へ
の
こ
だ
わ
り
、
少
量
多
品
種

へ
の
こ
だ
わ
り
、
新
鮮
な
野
菜
を
早
く
消
費
者
へ
届
け
る
こ
だ
わ

り
、
自
信
の
あ
る
野
菜
で
な
け
れ
ば
出
荷
し
な
い
こ
だ
わ
り
な
ど

な
ど
妥
協
を
許
さ
な
い
ハ
ー
ド
ル
を
越
え
た
野
菜
は
、
ま
ち
が
い

な
く
お
い
し
い
に
違
い
な
い
。 収穫した西洋野菜

インタビューを受ける田倉さん
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　平成25年度民生委員・児童委員の一斉改選により、新たに
厚生労働大臣および千葉県知事から委嘱されました。
　お気軽に相談ください。個人の人権を尊重し、個人の秘密は
固く守ります。
　民生委員・児童委員は、地域の相談役として、福祉のまちづ
くり活動をしています。
　主任児童委員は、地域において児童福祉に関することを専門
的に担当します。
　任期は平成 25年 12月 1日から平成 28年 11月 30日
の3年間です。

民生委員・児童委員委嘱　　　　

委員別 氏　　名 担　　　当　　　区 委員別 氏　　名 担　　　当　　　区

民生委員 

児童委員

古内久美子 南無谷区 (１～4番組 )

民生委員 

児童委員

藤　　久男 多田良区 (１～5・18・19番組 )
片岡　　攻 南無谷区 (５～9番組 ) 山本　秀樹 多田良区 (6～ 10・21番組 )
柴山香代子 南無谷区 (１0～ 14番組 ) 山本　　茂 多田良区 (１1～ 17・20番組 )
小栗　富夫 豊岡区 (１～5番組 ) 磯 　　 青木区・深名区 (谷を除く )
出口　素弘 豊岡区 (６～10番組） 忍足　元美 深名区 (谷 )・福澤区・丹生区
小林　正子 原岡区 (１～4・16( ３の２を除く )番組 ) 平島　洋子 大宮区 (宮本・大津・手取・居倉 )
鈴木　勝三 原岡区16(3の 2・5・6・12～ 15・17・22番組 ) 主　　任 

児童委員
小林　保江

全地区
吉田　芳江 原岡区 (7～ 11・18～ 21番組 ) 石井　洋子

富浦地区

富山地区

三芳地区

委員別 氏　　名 担　　　当　　　区 委員別 氏　　名 担　　　当　　　区

民生委員 

児童委員

池田　文雄 久枝区 (1・2)

民生委員 

児童委員

和田　光正 平久里中区
上村とみ江 久枝区 (3・4) 尾山　悦子 山田区
沼田　明彥 市部区 (1・2) 高 　晴雄 荒川区
岩本　　仁 市部区 (3) 川名　庄平 井野区・川上区
川﨑　雅是 竹内区 池田　孝夫 吉沢区
吉野　正子 高崎区 (下り松 ･岡・本町 ) 座間　幸夫 平久里下区 (大塚を除く )
川﨑　康男 高崎区 (出口 ･浜下 ) 座間甲子男 犬掛区・平久里下区 (大塚 )
山下　敏夫 小浦区 主　　任 

児童委員
朝倉　幸子

全地区
忍足　昭夫 宮谷区・合戸区 石井　紀子
井上　孝昌 ニ部区・検儀谷区 　

委員別 氏　　名 担　　　当　　　区 委員別 氏　　名 担　　　当　　　区

民生委員 

児童委員

岡田　和子 増間区

民生委員 

児童委員

神作　昭夫 本織区 (根方・延命寺・市場・宇戸 )
出山　 生 上滝田区 嶋津久太郎 府中区
渡邉裕一郎 下滝田区 髙 　一 池之内区・中区
田村　秋彦 千代区・三坂区 杉田　一雄 御庄区
網代　　裕 上堀区・下堀区 中野　和 山名区
見月　仁一 谷向区・川田区 主　　任 

児童委員
安藤　洋子

全地区
渡辺　辰男 海老敷区・山下区・大学口区 沼　恭子
作　駿介 明石区・本織区 (不入斗・番場・川間 ) 　　

問　社会福祉課　☎ 36-1151
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委員別 氏　　名 担　　　当　　　区 委員別 氏　　名 担　　　当　　　区

民生委員 

児童委員

石田　裕子 乙浜区

民生委員 

児童委員

小滝　清美 東横渚区
渡辺　春治 塩浦区 本橋　正仁 西横渚区
渕辺　弘一 名倉区 森田　純示 川下区
髙木　範義 原区 鈴木　龍芳 本郷区
小谷由美子 小戸区 早川美重子 砂取区
菊池　由宏 下沢区 岩田　弘子 根本区
平間　栄江 青木区 主　　任 

児童委員
渕辺　惠子

全地区
早川　敏男 島崎区 吉田　敏子

白浜地区

千倉地区

丸山地区

和田地区

委員別 氏　　名 担　　　当　　　区 委員別 氏　　名 担　　　当　　　区

民生委員 

児童委員

大 　浩子 白間津区　(1.2.3.5 組 )

民生委員 

児童委員

髙梨　啓子 寺庭区　(3.6.10.13組 )
山口　洋子 白間津区　(4.6.7 組 ) 鈴木　弘子 寺庭区　(5.9.12組 )
込山　惠子 大川区 山口　幸夫 寺庭区　(7.8.11組 )
坂本　　豊 千田区 石井　康雄 谷津区・岡頼田区
川名　京子 平磯区 竹林　久子 大貫区・川戸区
佐野　妙子 川口区 石井　照子 宇田区・上瀬戸区
本間　利夫 忽戸区 (忽戸・蓮台枝 ) 関　美代子 下瀬戸区 (長井・馬場・西ノ原・稲子沢 )
田中いゆ子 平舘区　(1.2.3.8 組 ) 石井理智代 下瀬戸区 (駅前 )
鈴木　瑞子 平舘区　(4.5.6.7 組 ) 石井とみ子 椎木原区
清宮　和子 平舘区　(9.10.12.13組 ) 小滝　信道 下瀬戸区 (矢原 )
堀江ルミ子 平舘区　(11.14.15組 ) 青木　陽子 牧田区
鈴木　健史 北千倉区　(1.2.3.4 組 ) 礒部　純子 白子区 (川端・東浜・元田中・元田上 )
小山富貴惠 北千倉区　(5.6.7 組 ) 藤井　芳彦 白子区 (白子南・白子北 )
髙木　正子 南千倉区　(1.2.8.9 組 ) 庄司　　繁 川合区・久保区
植島　一江 南千倉区　(5.6.7組 .12組 (マンション )） 主　　任 

児童委員
髙橋　悦子

全地区
武内　智子 南千倉区　(3.4.10.11組 ) 早川　惠子
鈴木　隆文 寺庭区　(1.2.4 組 )   

委員別 氏　　名 担　　　当　　　区 委員別 氏　　名 担　　　当　　　区

民生委員 

児童委員

高橋　澄子 大井区

民生委員 

児童委員

松岡かづ子 加茂区
岩浪　治男 川谷区・御子神区・石堂原区 景山　洋子 沓見区
渡邊　千里 宮下区 樋口　徳明 安馬谷区 (安馬谷古川 )・古川区
吉野八重子 西原区・小戸区 黒川　恭子 安馬谷区 (安馬谷古川除く )
平井惠美子 前田区・丸本郷区・石神区 遠藤たき子 仲原区・三嶋区・真野区・峰区
佐久間里子 珠師ケ谷区・石堂区 主　　任 

児童委員
岩波美恵子

全地区
丸　まり子 岩糸区 小澤　一枝

委員別 氏　　名 担　　　当　　　区 委員別 氏　　名 担　　　当　　　区

民生委員 

児童委員

樋口　　曻 花園区

民生委員 

児童委員

鎌田　 夫 上区
安田まり子 柴区 相川　　泉 白渚区
福原紀美子 仁我浦区 荻原　征男 下三原区
内藤辰之進 和田区 田島　和幸 中三原区
髙橋　秀子 小浦区 水島　明義 松田区
石井　民子 真浦区 神林　孝明 海発区
北見　忠次 小川区 渡辺　健治 沼区
伊藤　祥子 下区 主　　任 

児童委員
鈴木　博子

全地区
渡邉　正美 中区 庄司　仁美
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　皆さんは、スーパーやコンビニなどで買い物をしたとき、レジ袋をもらっていま

すか？

　レジ袋は軽くてかさばらず、丈夫で水にも強いことから、1970 年ごろから紙袋に

代わって大量に使われ始めました。日本国内では年間 300 億枚ものレジ袋を消費し

ているそうです。

　しかし、その大半はそのままごみとして捨てられ、水気の多い生ごみも簡単に捨

てられることから、ごみの量を増やすことにもなっています。

　レジ袋は、石油から作られるプラスチック製品です。限りある石油資源を節約し、

ごみを少しでも減らすために、買い物にはマイバッグを持っていくなど、レジ袋を

減らす運動に取り組んでいきましょう。

クイズの答え　③

レジ袋削減運動に参加しよう
―　千葉県では県全体でレジ袋削減に取り組んでいます　―

【今月の環境標語】平成２５年度環境標語コンテスト　最優秀賞
　　　　　　　　　千倉中学校２年　新井　愛香さんの作品
　＜標語の趣旨＞ 一度ポイすてをしてしまった人は、ずっとポイすてをします。
　ポイすてがあたり前になってしまった人は、私は心がきたないと思います。
　だから、皆にポイすてをしないようにしてほしいと思ったので、この標語をつくりました。

　環境保全に対する理解と関心を深めてもらうため、「エコライフ★カレンダー 2014 年」
を作成しました。12月 16日（月）から無料で配布します。（なくなり次第終了）

カレンダーの内容
・ 「環境ポスターおよび環境標語コンテスト」の
入賞作品を掲載
・生活に役立つ「エコ情報」を掲載
・ ご家庭での二酸化炭素 (CO2) 排出量を簡単に
計算できる「環境家計簿」付き

配布場所
　環境保全課、市民課、朝夷行政センター、
　各地域センター

「エコライフ★カレンダー 2014 年」
を配布します

私たちが１年間に使うレジ袋は、１人あたり何枚でしょうか？
　　　　①　５０枚　　②　１００枚　　③　３００枚

（答えは、右下にあります）

イメージ
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　家庭から出る生ごみの減量化と再利用を推進するため、生ごみ処理容器などを購入する人に、購入費

の一部を補助します。生ごみ処理容器によって処理した生ごみは、植木や家庭

菜園の肥料として利用できます。ごみの減量化にご協力をお願いします。

対象者
・市内に住所があり、居住している人
・肥料化されたごみを自分で処理できる人
・市税などの滞納がない人

補助金額

補助金申請の流れ
　1．商品の購入

　　　お店で生ごみ処理容器を購入して、領収書をもらいます。

　2．申請

　　 　「交付申請書兼請求書」に必要事項を記入、押印し、領収書の写しを添付して提出してください。

　　　【提出先】環境保全課、朝夷行政センター、各地域センター

　3．審査・交付決定

　　　審査を行った後、交付決定通知書を郵送し、指定の口座へ補助金を振り込みます。

生ごみ処理容器などの購入費用を補助します

12/27
（金）

12/28
（土）

12/29
（日）

12/30
（月）

12/31
（火）

平成26年
1/1
（水）

1/2
（木）

1/3
（金）

1/4
（土）

1/5
（日）

1/6
（月）

【富浦・富山・
三芳地区】

大谷クリーン
センター
☎57-2646

通常
どおり 休 休   8:30～ 12:00

13:00～ 16:00 休 休 休 休 休 通常
どおり

【白浜地区】
白浜清掃
センター
☎38-4560

通常
どおり

9:00
～

11:30
休

9:00
～

12：00

13：00
～

16：00

9:00
～

11：30
休 休 休

9：00
～

11：30
通常
どおり【千倉・丸山・

和田地区】
千倉清掃
センター
☎44-1263

※収集日は、家庭に配布した収集カレンダーをご覧ください。

年末年始 ごみの持ち込み　受付時間

種　類 補助金額 限度額 補助対象基数 (年度内 )

コンポスト 購入額の2分の1以内 3,000円／基 1世帯
あわせて2基までＥＭ生ごみ処理容器 購入額の2分の1以内 3,000円／基

生ごみ処理機 (機械式 ) 購入額の2分の1以内 30,000円／基 1世帯1基まで
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年
末
年
始
は
、
一
年
の
中
で
も
特
に
食
生

活
に
乱
れ
が
生
じ
や
す
く
、
何
か
と
体
調
を

崩
し
や
す
い
時
期
で
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
・
忘

年
会
・
新
年
会
と
イ
ベ
ン
ト
が
多
く
、
楽
し

い
雰
囲
気
の
中
で
つ
い
つ
い
食
べ
過
ぎ
た
り
、

飲
み
過
ぎ
た
り
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。
誘

惑
の
多
い
こ
の
時
期
に
、
食
生
活
を
見
直
し

て
み
ま
せ
ん
か

・
一
日
三
食
、
規
則
正
し
く
食
べ
ま
し
ょ
う

　

食
事
は
一
日
三
食
が
基
本
で
す
。

　

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
規
則
正

年
末
年
始
の
食
生
活

障
害
者
自
動
車
運
転
免
許
取

得
助
成
事
業

健
康
支
援
課　

☎
36
―
１
１
５
２

健
康
だ
よ
り

健
康
だ
よ
り

し
く
と
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
日
常
の
生
活

リ
ズ
ム
を
な
る
べ
く
乱
さ
な
い
よ
う
に
し
て
、

い
つ
も
と
同
じ
量
を
ゆ
っ
く
り
よ
く
噛
ん
で

食
べ
ま
し
ょ
う
。

・
野
菜
を
十
分
と
り
ま
し
ょ
う

　

お
正
月
料
理
は
、
野
菜
類
や
乳
製
品
が
不

足
し
が
ち
で
す
。
夕
食
に
は
野
菜
や
き
の
こ

を
た
っ
ぷ
り
使
っ
た
薄
味
の
鍋
料
理
な
ど
が

お
勧
め
で
す
。

・
お
餅
の
カ
ロ
リ
ー
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う

　

お
餅
は
、
意
外
と
高
カ
ロ
リ
ー
で
す
。
お

餅
１
個
は
、
ご
飯
茶
碗
軽
く
１
杯
分
で
す
。

つ
い
つ
い
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う
の
で
、
お
雑

煮
の
場
合
は
野
菜
の
具
を
た
く
さ
ん
入
れ

て
、
お
餅
だ
け
の
お
雑
煮
に
な
ら
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

・ 

塩
分
、
糖
分
、
脂
質
を
と
り
過
ぎ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

　

ク
リ
ス
マ
ス
は
、
揚
げ
物
や
ケ
ー
キ
な
ど

で
脂
質
が
、
お
せ
ち
料
理
は
保
存
が
利
く
よ

う
に
濃
い
味
付
け
に
し
て
あ
る
た
め
、
糖

分
・
塩
分
が
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ー

キ
に
は
、
砂
糖
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
甘
い
」と
感
じ
る
も
の
は
、
少
量
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

　

ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
は
カ
ロ
リ
ー
が
高
く
、

栄
養
素
が
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、

ア
ル
コ
ー
ル
は
食
欲
を
増
進
す
る
働
き
が
あ

る
の
で
要
注
意
で
す
。
飲
み
過
ぎ
は
肝
臓
に

負
担
を
か
け
、
生
活
習
慣
病
の
原
因
に
も
な

り
ま
す
。
お
酒
の
適
量
を
守
り
、
楽
し
い
お

酒
に
し
ま
し
ょ
う
。

《
１
日
お
酒
の
適
量
》

日
本
酒（
１
合
１
８
０

）、
ビ
ー
ル
中
瓶（
１

本
５
０
０

）、
ウ
ィ
ス
キ
ー
・
ブ
ラ
ン
デ
ー

（
ダ
ブ
ル
60

）、
焼
酎（
25
度
）（
０
・
５
合
）

の
い
ず
れ
か
で
す
。

※ 

お
酒
は
満
20
歳
か
ら
。
未
成
年
の
飲
酒

は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

障
害
者
の
就
労
な
ど
社
会
活
動
の

参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
運
転
免
許

取
得
に
必
要
な
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

対
象
者　

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か

ら
４
級
ま
で
、
ま
た
は
千
葉
県
の
療

育
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
市
内
に
住

所
の
あ
る
人
で
、
運
転
免
許
試
験
の

受
験
資
格
が
あ
り
、
免
許
取
得
に
よ

り
就
労
が
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
社
会

活
動
へ
の
参
加
に
効
果
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
人（
原
則
一
人
に
つ
き
１

回
に
限
り
ま
す
）。

対
象
経
費　

入
所
料
、
教
材
費
、
検

査
料
、
教
習
料
、
検
定
料
、
仮
免
許

取
得
料
の
３
分
の
２
以
内

上
限
額　

10
万
円

申
請
時
期　

免
許
取
得
前
ま
た
は
取

得
後
の
６
か
月
以
内

　

申
請
方
法
や
必
要
な
書
類
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

社
会
福
祉
課

　
　

☎
36
―
１
１
５
１
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千
倉
小
学
校
と
嶺
南
中
学

校
の
校
章
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

新
し
い
校
章
の
デ
ザ
イ
ン

は
、
今
年
７
月
か
ら
９
月
に
か

け
て
公
募
さ
れ
、
千
倉
小
学

校
の
校
章
デ
ザ
イ
ン
に
２
５
０
作
品
、
嶺
南
中
学
校
の
校
章
デ

ザ
イ
ン
に
１
４
０
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
募
集
要
領
に
基

づ
き
審
査
が
行
わ
れ
、
入
賞
作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

地
区
学
校
再
編
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、
入
賞
作
品
の
中
か

ら
、
最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
が
選
ば
れ
、
最
優
秀
作
品
が
新
し
い

校
章
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
、
教
育
委
員
会
へ
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
と
優
秀
賞
の
受
賞
者
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

　

千
倉
小
学
校
校
章
デ
ザ
イ
ン

　

最
優
秀
賞　

長
岡
美
希

　

優
秀
賞　
　

 

高
野
真
衣
、
堀
江
陽
向
、
渡
辺
礼
、
山
口
栄
太
、

小
川
ゆ
か
り

　

嶺
南
中
学
校
校
章
デ
ザ
イ
ン

　

最
優
秀
賞　

立
志
哲
洋

　

優
秀
賞　
　

 

福
原
あ
か
り
、
御
子
神
愛
美
、
鈴
木
義
己
、

　
　
　
　
　
　

遠
藤
優
里
、
野
村
利
弘

嶺南中学校校章
デザイン　東京都江東区
　　　　　立志　哲洋さん

千倉小学校校章
デザイン　健田小学校
　　　　　長岡　美希さん

新しくスタートする嶺南中学校の制服

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
嶺
南
中
学

校
の
制
服
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

両
地
区
の
小
中
学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
協
議
を
重
ね
、

市
内
初
の
男
女
と
も
に
ブ
レ
ザ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

南
房
総
の
海
と
花
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
男
子
の
ズ

ボ
ン
に
は
水
色（
海
）、
女
子
の
ス
カ
ー
ト
に
は
ピ
ン

ク（
花
）を
組
み
込
み
、
襟
と
袖
に
は
反
射
素
材
を

使
っ
た
安
全
に
も
配
慮
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い

ま
す
。 嶺　

南　

中　

学　

校

新　

制　

服

千
倉
小
学
校
・
嶺
南
中
学
校

新　
  

校　

  

章　

  

決　

  

定

　

学
校
再
編
推
進
課　

☎
46
―
２
９
６
２
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地産地消運動2013の
料理コンテスト
入賞作品です

～料理コンテスト入賞作品～第2回
http://civil.mboso-etoko.jp/chisan-chisho/recipe/

南房総
食材使用南房総ごとう乳（ち）レシピ南房総ごとう乳（ち）レシピ南房総ごとう乳（ち）レシピ

【作り方】

【作り方】

【材料】（2人分）

【材料】（3人分）

5種類の夏野菜のかき揚げ　
① 　材料《1》とチーズを 1cm角に切る（さつまいもとなすは灰汁抜きをする）。
かますのチーズと大葉のはさみ揚げ
②　開いたかますの内臓と骨を取り、大葉とチーズを挟み、パスタでとめる。
③ 　①と②に材料《2》を混ぜた衣を付け、180℃の油で揚げる。かき揚げは塩、かますは
すだちを絞って食べる。

カッテージチーズ　材料《1》
①　牛乳を沸騰寸前に温め、レモン汁を入れこす。
ライスコロッケ　材料《2》
② 　ジャガイモをゆで潰し、炒めたひき肉・玉ネギのみじん切り・白飯・《1》の半量・とうもろ
こし・バジルの粗みじん切りを加え、塩・こしょうをする。②に《1》を 1/6 ずつ入れ、小麦粉・
とき卵・パン粉を付けて揚げる。※一緒に長唐辛子も素揚げする。
トマトソース　材料《3》
③　湯むきしたトマトを煮詰め、枇杷ジャム、塩、コンソメで味付けをする。
④　《2》に《3》をかけ、長唐辛子、レタスを添える。

プロセスチーズ 4個、かます 2匹、大葉 3枚、
乾燥パスタ 2本、すだち 1個、塩 少々
《1》  ピ ー マ ン 1 個、 さ つ ま い も 1/2 本、
　　 とうもろこし 1/2 本、なす 1本、かぼちゃ
1/6 個

《2》 天ぷら粉 100g、牛乳 100cc、水 100cc

《1》　牛乳 500cc、レモン汁大さじ2
《2》 　白飯1合分、じゃがいも1個、玉ネギ1/2個、

豚ひき肉 100g、枝豆 大さじ 2、とうもろこ
し 大さじ 2、塩・こしょう 少々、バジル 8枚、

《3》 　トマト 2個、枇杷 (びわ )ジャム 大さじ 1、
コンソメキューブ 1/2 個、小麦粉・パン粉 適
量、卵 1個、長唐辛子（しし唐）、レタス、サ
ラダ油

優秀賞作品

大矢　千夏さん（富浦中 2年）
「５種類の夏野菜のかき揚げ＆かますのチーズと大葉のはさみ揚げ」

優秀賞作品

小柴　遼太郎さん（富浦中３年）
「カッテージチーズ入りバジル風味のライスコロッケ」
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２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
に
伴
う

不
動
産
や
未
公
開
株
へ
の
投
資
、
入
場
券

の
贈
呈
な
ど
を
口
実
と
し
た
勧
誘
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
自
宅
に
白
い
封
筒
が
届
い
た
後
、
知

ら
な
い
業
者
か
ら
電
話
が
あ
り『
白
い
封

筒
は
大
手
宝
石
会
社
か
ら
の
も
の
で
、
こ

の
会
社
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
メ
ダ
ル

を
作
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
当
社
で
は

こ
の
会
社
に
協
賛
し
た
い
。
封
筒
を
譲
っ

て
く
れ
た
ら
商
品
券
か
旅
行
券
を
渡
す
』

と
言
わ
れ
た
。
断
り
続
け
て
い
た
ら
、
自

宅
に
来
訪
す
る
と
言
っ
て
電
話
が
切
れ

た
。
封
筒
を
開
封
し
た
ら
、
宝
石
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
申
込
用
紙
が
入
っ
て
い
た
」

「
以
前
あ
る
会
社
の
未
公
開
株
を
30
万
円

で
購
入
し
て
い
た
が
、
先
日
、
証
券
会
社

の
担
当
を
名
乗
る
者
か
ら「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
開
催
が
決
定
し
た
の
で
株
が
10
倍
に
上

が
り
３
０
０
万
円
に
な
っ
た
の
で
売
ら
な

い
か
」と
の
電
話
が
あ
り
、
売
る
こ
と
に

し
た
が
、
売
却
代
金
を
送
金
す
る
た
め
の

保
険
、
書
類
作
成
や
多
重
契
約
の
解
消
手

続
き
な
ど
と
言
っ
て
次
か
ら
次
に
請
求
を

受
け
た
」な
ど
の
相
談
が
全
国
で
増
加
し

て
い
ま
す
。「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」の
開

「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
を
騙
っ
た
不
審
な
勧
誘
に
注
意
！

消
費
生
活
相
談
窓
口

　

市
消
費
生
活
相
談

　

33
―
４
３
０
０

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

　

＊ 

来
所
に
よ
る
相
談
を
週
２
回
、

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
、
広
報
お
知
ら
せ
版
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

　

　

商
工
観
光
課

　
　
　
　

 

33
―
１
０
９
２

　

県
消
費
者
セ
ン
タ
ー

　

―
４
３
４
―
０
９
９
９

　

 

午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で

　

＊
日
曜
・
祝
祭
日
を
除
く

消
費
相
談
窓
口
か
ら
⑯

催
に
伴
う
投
資
や
商
品
売
買
な
ど
の
勧
誘

を
受
け
た
場
合
に
は
、
安
易
な
判
断
を
避

け
、
実
在
す
る
話
で
あ
る
か
ど
う
か
、
実

在
す
る
会
社
で
あ
る
か
ど
う
か
な
ど
を
慎

重
に
確
認
し
て
、
内
容
が
理
解
で
き
な
い

ま
ま
手
を
出
さ
な
い
よ
う
に
十
分
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

　

不
審
に
思
っ
た
ら
、

消
費
者
相
談
窓
口

に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

なんでもアリさ！③
クリスマスプレゼント Christmas Presents

　アメリカでは、クリスマスのお祝いは盛大で、同時に
非常に商品化されています。年間売り上げの２割をクリ
スマス営業だけで儲ける小売店は多く、どこも真剣です。

　なかでも、「ブラックフライ
デー」と呼ばれる日があり、た
くさんの人がクリスマスセール
目当てに早朝から寒い店外に並
んで待ちます。以前は朝６時に
開店する店が多かったのですが、
去年は前夜８時から開店する店
も出ました。また、人の群れに
押し倒されたり、発砲事件が
あったり、数年前は店員死亡事
件が発生。客も異常なほど気が
立っています。

　そんな異常な盛り上がりの中、プレゼントの本来の意
味を忘れている事は多いと思います。日本のお歳暮も似
ているのでしょうか？品物ばかりで相手に対する気持ち
を忘れがちかも知れません。自分も含めてですが、一歩
引いて物より気持ちを大切にする事を心がけたいですね。

　In the U.S., Christmas is widely celebrated --- and 
largely commodified. Many retail businesses make 20% 
of their year’s sales during the holiday season, so they 
really don’t take the season lightly.

 During “Black Friday,” people line up 
at absurd hours in the cold to snag 
heavily discounted items. For a while 
it was common for stores to open at 
6am, but last year we saw retailers 
open at 8pm the night before. In 
addition, there have been stampedes, 
shootings, and a few years ago, an 
employee death. Apparently to some 
customers, this season is no laughing 
matter either.
 

In all this frenzy, it’s easy to forget what the real point 
of gifting is. I think we tend to overlook the feelings 
behind gifting when we’re so focused on the objects, 
as may be the case with Japanese oseibo too. I’m 
no exception, but I hope to take a step back and make 
sure to value the sentiment over the physical objects 
as well.

南房総市国際交流員

文・訳　アリサ・ヒロイ

※広報英語版や国際交流イベントの紹介を発信しています。ぜひアクセスしてください！
　南房総みんみんネット「国際交流員：アリサ」http://civil.mboso-etoko.jp/group/detail.asp?id=127

お
電
話

く
だ
さ
い

見た目より気持ち！包装が雑な学生時代のクリスマスプレゼント
Substance over looks! Some hastily wrapped presents from college
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市
臨
時
職
員
な
ど
の
登
録
者
を
募
集
し
ま
す

資格要件 職　　種 賃　金
（時給）

資格不問

用務員、調理員、清掃員、公民館等日直代行員（昼間） 790 円

一般事務職、学童指導員、預かり保育指導員 860 円

公民館等日直代行員（夜間） 990 円

有資格者

調理員 930 円

保育士、学童指導員
幼稚園教諭（クラス担任以外）
預かり保育指導員、その他運転手（図書館など）

1,000 円

図書館司書 1,025 円

バス運転手 1,090 円

管理栄養士、歯科衛生士 1,100 円

看護師（病院は除く） 1,180 円

幼稚園教諭（クラス担任） 1,200 円

要介護支援認定調査員 1,225 円

登録方法

臨時職員等登録申込書に必要事項を記入し、総務課へ提出してく
ださい（郵送可）。申込書は総務課、朝夷行政センター、各地域
センターにあります。申込書は市ホームページからも入手できま
す。

申込受付
平成 26 年４月１日からの就労を希望する場合は、平成 26 年１月
17 日（金）までに登録を済ませてください。それ以外の場合は随
時受け付けています。

登録期間 平成 27 年３月 31 日まで

年　　齢 65 歳未満

採用方法 面接や作文などの選考試験によります。

雇用期間・勤務時間 職種により異なります。

休　　日 土・日曜日、祝日および年末年始
( 職種によって異なる場合があります。）

処　　遇 勤務日数や勤務時間により健康保険、厚生年金、雇用保険に加入
します。

・ほかにも、レセプト点検員、就労支援員、公園管理員、し尿収集清掃員、プール監視員、
浄水場宿日直員、病院の事務職・看護師・看護補助などの登録者を募集しています。

・資格要件が有る職種は、資格証の写しを添付してください。
・職種や賃金は、平成 25 年度のものであるため、変更になる場合があります。

　

平
成
26
年
度
に
市
の
臨
時
職
員
な

ど
と
し
て
就
労
を
希
望
す
る
人
は
、

登
録
が
必
要
で
す
。
臨
時
職
員
な
ど

は
、
登
録
者
の
中
か
ら
選
考
し
て
採

用
し
ま
す
。
登
録
し
た
人
全
員
が
採

用
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

登
録
し
て
も
、
市
役
所
以
外
の
求

職
活
動
は
制
限
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

す
で
に
登
録
済
み
の
人
は
、
有
効

期
間
が
平
成
27
年
３
月
31
日
ま
で
に

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
再
度
の
登
録

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
希

望
す
る
職
種
や
勤
務
条
件
な
ど
に
変

更
が
あ
る
場
合
は
、
総
務
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

総
務
課　

　
　

☎
33
―
１
０
２
５

職種別の資格要件・賃金・条件など
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移
住
・
定
住
対
策
の
一
環
と
し
て
、
市

内
の
空
き
家
の
有
効
活
用
を
通
し
て
、
市

へ
の
移
住
定
住
希
望
者
と
の
橋
渡
し
を
行

い
、
定
住
促
進
を
図
る
、
空
き
家
バ
ン
ク

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

南
房
総
に
住
み
た
い
人
か
ら
問
い
合
わ

せ
の
多
い「
空
き
家
」の
情
報
提
供
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
お
住
ま
い
で
な
い
住
宅
、
ま
た

近
く
住
ま
な
く
な
る
予
定
の
住
宅
を
売
り

た
い
、
貸
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
は
、

市
の「
空
き
家
バ
ン
ク
」に
登
録
を
お
願
い

し
ま
す
。
登
録
す
る
と
、
市
の
空
き
家
バ

ン
ク
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
移
住
定

住
希
望
者
に
情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す

（
登
録
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

　

空
き
家
を
利
用
し
た
い（
住
み
た
い
）人

も
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
が
必
要
で
す
。

貸
し
物
件
の
所
有
者
に

空
き
家
利
用
促
進
奨
励
金

空
き
家
所
有
者
の
空
き
家
改
修
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、
移
住
定
住
希
望
者
と

賃
貸
借
契
約
が
成
立
し
た
所
有
者
が
空
き

家
を
改
修
す
る
場
合
、
対
象
経
費
の
３
分

の
２
を
補
助
し
ま
す（
上
限
額
２
０
０
万

円
）。改

修
工
事
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
協
議
会

の
業
者（
職
人
）会
員
が
行
い
ま
す
。

改
修
し
た
空
き
家
は
、
空
き
家
バ
ン
ク

に
10
年
間
登
録
さ
れ
、
移
住
定
住
者
用
の

住
宅
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
条
件
と
な

り
ま
す
。

◆
補
助
要
件
◆

○　

住
宅
の
機
能
向
上
の
た
め
に
行
う
改

修
で
、
市
で
定
め
る
工
事
内
容
・
単
価
の

範
囲
内
の
額
で
交
付
し
ま
す
。

○　

改
修
工
事
が
、
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税
を
除
き
50
万
円
以
上
で
あ
る
こ

と
。

○　

国
、
県
ま
た
は
市
の
制
度
に
よ
る
ほ

か
の
補
助
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

○　

奨
励
金
の
申
請
を
し
た
日
の
属
す
る

年
度
の
３
月
31
日
ま
で
に
改
修
工
事
が
完

了
す
る
こ
と
。

　

企
画
政
策
課　

☎
33
―
１
０
０
１

空
き
家
バ
ン
ク
専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
:/
/
w
w
w
.ak
iy
a-n
avi.co

m
/

m
inam

iboso_akiya_bank

空
き
家
を
有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か

〜
空
き
家
バ
ン
ク
の
登
録
物
件
を
募
集
〜

農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
人
名
簿
は
、

毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、
有
権
者
の
申
請

に
基
づ
き
作
成
し
ま
す
。

農
業
実
行
委
員
な
ど
を
通
じ
て
申
請
書

を
配
布
し
ま
す（
白
浜
地
区
・
三
芳
地
区

は
全
戸
配
布
）。
該
当
す
る
人
は
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
農
業
委
員
会
が

審
査
し
、
選
挙
人
名
簿
を
作
成
し
ま
す

（
選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い
な
い
と

投
票
が
で
き
ま
せ
ん
）。

申
請
書
は
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、
各
地

域
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
選
挙
管
理
委
員
会
に

あ
り
ま
す
。

受
付
期
間　

平
成
26
年
１
月
１
日（
水
）か

ら
１
月
10
日（
金
）ま
で

提
出
先　

農
業
実
行
委
員（
白
浜
地
区
・

三
芳
地
区
は
区
長
）

申
請
で
き
る
人

平
成
26
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
住

所
が
あ
り
、
平
成
26
年
３
月
31
日
の
時
点

で
満
20
歳
以
上
の
人（
平
成
６
年
４
月
１

日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）で
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人
。

①
10
ア
ー
ル（
一
反
）以
上
の
農
地（
現
況

地
目
）の
耕
作
を
営
ん
で
い
る
人

②
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
の
耕
作
を
営
む

人
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者

で
、
年
間
60
日
以
上
耕
作
に
従
事
し
て

い
る
人

※
偽
り
の
申
請
は
法
律
に
触
れ
ま
す
。
正

し
く
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧　

２
月
23
日（
日
）か
ら
３
月
９
日（
日
）ま

で
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
し
た
場
所

で
行
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
会

　
　

☎
33
―
１
０
８
１

　

選
挙
管
理
委
員
会

　
　

☎
33
―
１
１
３
１

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
の
登
載
申
請
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償
却
資
産
と
は
、
会
社
や
個
人
が
、
工
場

や
商
店
、
農
業
な
ど
の
事
業
の
た
め
に
用
い

て
い
る
構
築
物
や
機
械
、
工
具
、
器
具
、
備

品
な
ど
の
固
定
資
産
を
い
い
、
土
地
や
家
屋

と
同
じ
よ
う
に
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と

な
り
ま
す
。

　

市
内
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
な
ど
の
償
却
資
産

を
所
有
す
る
人
は
、
１
月
１
日
現
在
の
所
有

状
況
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

10
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上（
大
規
模
太
陽
光
発

電
設
備
）の
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
、
全

量
ま
た
は
余
剰
電
力
を
売
電
す
る
人

※　

 

事
業
の
用
に
供
す
る
場
合
は
、
発
電
出

力
量
に
か
か
わ
ら
ず
対
象
と
な
り
ま

す
。

対
象
設
備

　

家
屋
・
土
地
な
ど
に
設
置
し
た
太
陽
光
パ

ネ
ル
な
ど
の
設
備（
屋
根
と
一
体
と
な
っ
て

い
る
場
合
は
固
定
資
産
税
の
家
屋
に
該
当
）

耐
用
年
数　

17
年

申
告
期
限

　

１
月
１
日
現
在
、
所
有
し
て
い
る
設
備

を
、
そ
の
年
の
１
月
31
日
ま
で
に
申
告

　

国
に
よ
る
固
定
価
格
買
取
制
度
の
認
定
を

受
け
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備

は
、
固
定
資
産
税（
償
却
資
産
）の
特
例
措
置

が
受
け
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
低
圧
か
つ
10

キ
ロ
ワ
ッ
ト
未
満
の
住
宅
等
太
陽
光
発
電
設

備
は
除
き
ま
す
。

適
用
期
間

　

平
成
24
年
５
月
29
日
〜
平
成
26
年
３
月
31

日
ま
で
に
取
得
し
た
発
電
設
備

軽
減
内
容

　

３
年
度
分
の
固
定
資
産
税（
償
却
資
産
）に

限
り
、
３
分
の
２
に
減
額

　

特
例
措
置
の
適
用
に
つ
い
て
の
申
請
書
類

は
、
償
却
資
産
申
告
書
と
併
せ
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

税
務
課　

☎
33
―
１
０
２
３　

　

固
定
資
産
税（
土
地
・
家
屋
・
償
却
資
産
）

は
、
毎
年
１
月
１
日（
賦
課
期
日
）に
所
有
し

て
い
る
固
定
資
産
に
課
せ
ら
れ
ま
す
。
家
屋

を
取
り
壊
し
た
際
は
、
速
や
か
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い（
年
内
に
法
務
局
で
滅
失
登
記
を

す
る
場
合
は
除
き
ま
す
）。

届
出
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
・
家
屋
滅
失
届
出
書（
用
紙
は
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
窓
口
に
あ
り
ま
す
）

提
出
先

　

税
務
課
、
朝
夷
行
政
セ
ン
タ
ー
、
各
地
域

セ
ン
タ
ー

　

税
務
課　

☎
33
―
１
０
２
３

大
規
模
太
陽
光
発
電
設
備
に
は

固
定
資
産
税（
償
却
資
産
）の
申

告
が
必
要
で
す

「
家
屋
滅
失
届
出
書
」を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

平
成
26
年
１
月
か
ら

記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存
制
度

の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
す

　

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち
、
前
々
年
分

あ
る
い
は
前
年
分
の
事
業
所
得
、
不
動
産
所

得
ま
た
は
山
林
所
得
の
合
計
額
が
３
０
０
万

円
を
超
え
る
人
に

必
要
と
さ
れ
て
い

た
記
帳
と
帳
簿
書

類
の
保
存
が
、
平

成
26
年
１
月
か
ら

は
、
こ
れ
ら
の
所

得
が
生
ず
る
業
務

を
行
う
す
べ
て
の

人（
所
得
税
の
申

告
の
必
要
の
な
い

人
を
含
む
）に
つ

い
て
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存
制
度
の
詳
し
い

内
容
に
つ
い
て
は
館
山
税
務
署
へ
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、
国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

館
山
税
務
署　

個
人
課
税
第
１
部
門

　
　

☎
22
―
０
１
０
１

　
　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　

http://w
w
w
.nta.go.jp

新規に設置された太陽光パネル

事
業
所
得

不
動
産
所
得

山
林
所
得



2013年12月号　

　

11
月
４
日
、
千
葉
家
畜
市
場
で
、
小
雨

が
ぱ
ら
つ
く
中
、「
第
61
回
千
葉
県
乳
牛
共

進
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
か
ら
学

校
枠
や
各
郡
市
乳
牛
共
進
会
を
勝
ち
抜
い

た
乳
牛
70
頭
が
出
場
し
、
年
齢
や
出
産
経

験
の
有
無
に
よ
り
８
部
門
に
分
け
て
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

第
３
部
優
等
賞
２
席
に
小
柴
絢
也
さ
ん

の「
ラ
ツ
キ
ー
ラ
イ
ブ　

ウ
イ
ン
ド　

ブ
ル

ツ
ク
カ
レ
ラ
」が
選
出
さ
れ
、
金
賞
に
は
４

頭
が
選
ば
れ
る
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

　

各
部
の
主
な
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

１
部　

金　

賞　
　

   

池
田　

美
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
和
田
地
区
）

２
部　

銀　

賞　
　
　

田
山　

穣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
丸
山
地
区
）

３
部　

優
等
賞
２
席　

小
柴　

絢
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
丸
山
地
区
）

４
部　

金　

賞　
　
　

吉
野　

謙
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
丸
山
地
区
）

　
　
　

銀　

賞　
　
　

安
房
拓
心
高
校

７
部　

金　

賞　
　
　

安
藤　

真
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
芳
地
区
）

８
部　

金　

賞　
　
　

池
田　

美
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
和
田
地
区
）

19

　

11
月
４
日
、
習
志
野
市
茜
浜
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
た
、
第
４
回
日
本
バ
ッ
ハ
コ
ン
ク
ー
ル

千
葉
地
区
大
会
・
幼
児
Ｂ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に

出
場
し
た
佐
野
稜り
ょ
う
た太
君（
健
田
幼
稚
園
・
６

歳
）が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

稜
太
君
は
４
歳
か
ら
ピ
ア
ノ
を
習
い
始

め
、
い
ろ
い
ろ
な
大
会
に
出
場
し
て
き
ま
し

た
。

　

来
年
２
月
に
開
催
す
る
全
国
大
会
に
向
け

て
毎
日
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

一
般
社
団
法
人
千
葉
県
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
協
会

か
ら
、
非
常
用
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
発
電
機
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
発
電
機
は
、
ふ
だ
ん

か
ら
各
施
設
で
使
用
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
パ

ン
ガ
ス
を
燃
料
と
し
て
利
用
で
き
、
東
日

本
大
震
災
の
際
に
被
災
地
で
大
い
に
役
立

ち
ま
し
た
。

　

市
役
所
の
本
庁
舎
に
こ
の
発
電
機
を
設
置

し
、
災
害
発
生
時
に
は
非
常
用
電
源
と
し
て

使
用
す
る
予
定
で
す
。

　

消
防
防
災
課

　

 　

☎
33
―
１
０
５
２

 

日
本
バ
ッ
ハ
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
千
葉
地
区
大
会
で
優
秀
賞

　

全
国
大
会
へ

     非常
用
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
発
電
機
が

　

  

寄
贈
さ
れ
ま
し
た

ま
ち
の
話
題
　
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

優秀賞を受賞した佐野稜太君

 

県
乳
牛
共
進
会

県乳牛共進会の様子 優等賞２席の「ラツキーライブ ウインド ブルツク カレラ」と小柴さん

石井市長に発電機を手渡すＬＰガス協会の皆さん



2013年12月号

る
書
写
作
品
」と
中
学
生
の「
税
に
つ
い
て

の
作
文
」に
多
く
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
次
の
皆
さ
ん
の
作
品
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

小
学
生
の「
税
に
関
す
る
書
写
作
品
」

　

最
優
秀
賞　

　
　
　
　

鈴す
ず
き木　

雄ゆ
う
だ
い大（
健
田
小
２
年
）

　
　
　
　

義ぎ
ど
う道　

希き

ほ歩（
白
浜
小
４
年
）

　
　
　
　

林
は
や
し　

　

史ふ
み
え恵（
白
浜
小
５
年
）

中
学
生
の「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」

　

館
山
税
務
署
長
賞

　
　
　
　

森も
り　

　

愛あ
い
る瑠（
千
倉
中
３
年
）

　
　
　
　

堀ほ
り
え江　

　

愛ま
な（
千
倉
中
３
年
）

　

南
房
総
市
長
賞

　
　
　
　

能
の
う
じ
ゅ
う重　

里り

さ咲（
富
浦
中
３
年
）

　
　
　
　

長は
せ
が
わ

谷
川　

叶
か
な
み（
白
浜
中
３
年
）

　
　
　
　

石い
し
か
わ川　

　

京
み
や
こ（
丸
山
中
２
年
）

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

和
泉
澤
さ
ん
は
、
現
地
で
の
活
動
を
写

真
と
と
も
に
振
り
返
り
な
が
ら
、「
今
後
は
、

国
際
交
流
関
係
の
仕
事
に
就
き
、
い
ず
れ

は
、
地
元
に
帰
っ
て
恩
返
し
が
し
た
い
。

こ
の
地
域
で
国
際
交
流
の
役
に
立
ち
た
い
」

と
思
い
を
語
り
ま
し
た
。

　

石
井
市
長
は
、「
ご
苦
労
様
で
し
た
。
と

て
も
貴
重
な
経
験
を
し
て
き
た
と
思
い
ま

す
。
そ
の
経
験
や
知
見
を
、
今
後
の
仕
事

や
地
域
活
動
に
生
か
し
て
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
」と
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

　

館
山
税
務
署
お
よ
び
管
内
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
、
館
山
青
色
申
告
会
、
館
山
法

人
会
主
催
に
よ
る
、
小
学
生
の「
税
に
関
す

20

  
定
期
表
彰

　

平
成
25
年
度
南
房
総
市
定
期
表
彰
式
が

11
月
13
日(

水)
に
市
役
所
本
庁
舎
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

功
労
表
彰

・
市
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
に
功
績

　

飯
田
彰
一　
（
白
浜
地
区
）

　

川
上　

清　
（
千
倉
地
区
）

・
農
業
委
員
と
し
て
産
業
振
興
に
功
績

　

野
宮
紀
昭　
（
丸
山
地
区
）

　

小
泉
義
宣　
（
和
田
地
区
）

・
学
校
薬
剤
師
と
し
て
学
校
教
育
に
功
績

　

平
野
修
一　
（
鋸
南
町
）

　

中
山
郁
夫　
（
鋸
南
町
）

・
保
護
司
と
し
て
福
祉
行
政
に
功
績

　

仲
岡
美
奈
子　
（
和
田
地
区
）

・ 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
福
祉
行

政
に
功
績

　

清
宮
和
子　
（
千
倉
地
区
）

善
行
表
彰

・
教
育
の
た
め
寄
付

　

成
瀬
政
男
博
士
顕
彰
会（
白
浜
地
区
）

　

受
賞
者
の
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

  

税
の
書
写
作
品
・
作
文
表
彰

  

青
年
海
外
協
力
隊
員
が
活
動
報

告
に
訪
れ
ま
し
た

　

10
月
21
日（
月
）独
立
行
政
法
人
国
際
協

力
機
構（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）の
青
年
海
外
協
力
隊

と
し
て
、
ア
フ
リ
カ
の
マ
ラ
ウ
ィ
に
派
遣

さ
れ
て
い
た
和
泉
澤
浩
さ
ん（
富
浦
地
区
）

が
２
年
間
の
勤
務
を
終
え
市
長
に
活
動
報

告
を
す
る
た
め
、
市
役
所
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

和
泉
澤
さ
ん
は
、
現
地
の
青
少
年
育
成

事
務
所
に
所
属
し
、
職
業
訓
練
や
学
校
授

業
の
サ
ポ
ー
ト
、
イ
ベ
ン
ト
企
画
な
ど
、 石井市長と表彰された皆さん

石井市長と和泉澤さん
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市
が
新
た
に
策
定
を
進
め
て
い

る「
第
２
次
南
房
総
市
男
女
共
同

参
画
推
進
計
画（
案
）」に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

　

市
で
は
、
男
女
が
性
別
に
か
か

わ
り
な
く
、
と
も
に
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
参
画
す
る
こ
と
の
で
き
る
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

本
計
画（
案
）は
、
平
成
26
年
度

か
ら
平
成
30
年
度
ま
で
の
５
年
間

の
計
画
で
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
図
る
た
め
の
施
策
の
方

向
性
を
示
す
も
の
で
す
。

　

計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
皆
さ

ん
の
意
見
を
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
く
た
め
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

を
実
施
し
ま
す
。

閲
覧
場
所　

市
民
協
働
課
、
朝
夷

行
政
セ
ン
タ
ー
、
各
地
域
セ
ン

タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

閲
覧
・
募
集
期
間　

平
成
26
年
１

月
17
日（
金
）ま
で

提
出
方
法　

指
定
用
紙
に
意
見
を

記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

用
紙
は
、
市
民
協
働
課
、
朝
夷

行
政
セ
ン
タ
ー
、
地
域
セ
ン

タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
。

　

市
民
協
働
課　

　
　

☎
33
―
１
０
０
５

　

離
職
者
を
対
象
と
し
た
再
就
職

の
た
め
の
公
共
職
業
訓
練
の
受
講

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対
象　

①　

就
職
を
希
望
し
、
受
講
開
始

日
ま
で
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

申
し
込
み
を
し
た
人
ま
た
は
、
こ

れ
か
ら
申
し
込
み
を
す
る
人

②　

原
則
と
し
て
、
受
講
開
始
日

か
ら
遡
っ
て
１
年
以
内
に
公
共
職

〜
市
政
の
現
状
に
つ
い
て
、
市
長

が
出
向
い
て
説
明
し
ま
す
〜

対
象　

市
内
に
在
住
、
在
勤
、
在

学
し
て
い
る
10
人
以
上
の
団
体
や

グ
ル
ー
プ

テ
ー
マ　

説
明
し
て
欲
し
い
テ
ー

マ
を
決
め
て
、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

時
間
・
場
所　

２
時
間
程
度
と

し
、
会
場
は
申
込
者
が
用
意
し
て

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み　

開
催
希
望
日
の
２
週

間
以
上
前
に
電
話
な
ど
で
予
約
し

て
か
ら
、
申
込
用
紙
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
秘
書

課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
。

そ
の
他　

公
の
秩
序
ま
た
は
善
良

な
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

と
き
は
、
講
座
を
開
催
で
き
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※ 

こ
の
講
座
は
、
苦
情
や
陳
情
を

受
け
る
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

秘
書
課　

　
　

☎
33
―
１
０
０
２

21

12月の12月の
11月22日（金）に実施されました
● 南房総市議会第4回定例会を招集
● 南房総市一般職の給与条例改正について

　11月定例記者会見

資料は、市のホームページで
ご覧いただけます。

検索南房総市／定例記者会見
クリック

業
訓
練
を
受
講
し
て
い
な
い
人

③　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
受
講
指
示

ま
た
は
、
受
講
推
薦
が
得
ら
れ
る

人開
講
コ
ー
ス

２
月
：
介
護
職
員
初
任
者
研
修
・

介
護
事
務
科【
三
幸
福
祉
カ
レ
ッ

ジ
】定
員
：
24
人

受
講
期
間
：
平
成
26
年
２
月
３
日

（
月
）〜
４
月
30
日（
水
）

３
月
：
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
養
成
科

【
日
建
学
院
】定
員
：
15
人

受
講
期
間
：
平
成
26
年
３
月
３
日

（
月
）〜
５
月
30
日（
金
）

場
所　

県
立
館
山
総
合
高
等
学
校

水
産
校
舎（
館
山
市
長
須
賀
１
５
５
）

募
集
期
間

２
月
開
講
コ
ー
ス　

12
月
26
日

（
木
）ま
で

３
月
開
講
コ
ー
ス　

平
成
26
年
１

月
30
日（
木
）ま
で

受
講
料

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
は
自
己

負
担
）

　

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
館
山

　
　
　

 

☎
22
―
２
２
３
６

 

市
長
出
前
講
座

お
し
ら
せ

   

第
２
次
南
房
総
市
男
女

共
同
参
画
推
進
計
画
に

つ
い
て
の
意
見
募
集

   

離
職
者
等
再
就
職
訓
練

受
講
生
募
集

ぼ
し
ゅ
う



2013年12月号

　

ま
た
、
長
時
間
過
密
労
働
に
よ

り
慢
性
的
な
疲
労
や
メ
ン
タ
ル
疾

患
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

相
談
会
で
は
、
労
災
事
故
後
の

補
償
相
談
を
は
じ
め
、
労
災
に
関

す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
乗
り
、

相
談
者
の
問
題
解
決
に
あ
た
り
ま

す
。

と
き　

12
月
21
日（
土
）

　
　
　

 

午
後
１
時
か
ら

　
　
　

午
後
４
時
ま
で

場
所　

船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン

タ
ー

提
出
書
類　

入
学
願
書
、
身
体

障
害
者
手
帳
も
し
く
は
、
療
育

手
帳
の
写
し
ま
た
は
、
障
害
が

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
診
断
書
、

返
信
用
封
筒

受
付
期
間　

平
成
26
年
１
月
20

日（
月
）か
ら
１
月
30
日（
木
）の

平
日

受
付
時
間　

午
前
９
時
か
ら

　
　
　
　
　

午
後
４
時
ま
で

入
学
選
考
日　

平
成
26
年
２
月

13
日（
木
）

※
入
学
許
可
候
補
者
の
発
表
は
、

　

 

２
月
19
日（
水
）に
本
人
へ
通

知
し
ま
す
。

　

　

安
房
特
別
支
援
学
校

 　
　
　

館
山
聾
学
校

 　
　
　

〒
２
９
４
―
０
０
５
５

 　
　
　

 

館
山
市
那
古
１
６
７
２

―
７

　
　

 　

☎
27
―
２
４
９
０

　
　

 　

FAX 
27
―
４
９
５
６

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
救
援

金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
付
方
法　

郵
便
振
替（
送
金
手

数
料
は
無
料
）

口
座
番
号　

０
０
１
１
０
―
２

―
５
６
０
６

加
入
者
名　

日
本
赤
十
字
社

受
付
期
限　

平
成
26
年
２
月
28
日

（
金
）

通
信
欄　
「
２
０
１
３
年
フ
ィ
リ

ピ
ン
台
風
」と
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。

※ 

受
領
証
を
希
望
の
人
は
、「
受

領
証
希
望
」と
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

　

日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部 

　

☎
０
４
３
―
２
４
１
―
７
５
３
１

応
募
資
格　

平
成
20
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
23
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
聴
覚
に
障
害
の

あ
る
子
ど
も
、
こ
と
ば
・
発
達
な

ど
に
遅
れ
の
み
ら
れ
る
子
ど
も

募
集
人
数　

３
歳
児
か
ら
５
歳

児
そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

　
「
事
業
者
で
新
た
な
受
注
を
確

保
し
た
い
」、「
脱
サ
ラ
仲
間
で

ニ
ュ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
た
い
」

な
ど
、
共
同
の
力
を
結
集
し
た

協
同
組
合
、
企
業
組
合
で
、
そ

れ
を
実
現
し
た
い
と
思
う
人
に
、

無
料
で
組
合
の
設
立
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。

　

千
葉
県
中
小
企
業
団
体
中

央
会　

設
立
相
談
室

千
葉
市
中
央
区
富
士
見
２
―
22

―
２

☎
０
４
３
―
３
０
６
―
３
２
８
５

FAX
０
４
３
―
２
２
７
―
０
５
６
６

Ｕ
Ｒ
Ｌ

http://w
w
w
.chuokai-chiba.

or.jp/

　

私
た
ち
の
周
囲
に
は
、
依
然

と
し
て
労
働
災
害
・
職
業
病
・

交
通
事
故
な
ど
が
多
発
し
、
多

く
の
労
働
者
が
被
災
し
苦
し
ん

で
い
ま
す
。

22

12月の12月の

有料広告

  

館
山
聾
学
校
幼
稚
部
の

入
学
者
募
集

  

事
業
協
同
組
合
な
ど
の

設
立
無
料
相
談

  

労
災
職
業
病
な
ん
で
も

相
談
会

  

フ
ィ
リ
ピ
ン
台
風
救
援
金

総人口（－70）
41,707人
男（－26）
19,987人
女（－44）
21,720人
世帯数（－23）
17,323世帯

出生 17人

死亡 66人

転入 60人

転出 81人

人口の動き（平成25年12月1日現在）

（　）内は前月比※外国人住民を含みます。

そ
う
だ
ん
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平へ
ぐ
り群
の
犬い
ぬ
か
け掛
か
ら
、
滝
田
に
通
じ
る
県
道
の
脇
に
、「
逆
さ
か
さ
が
き
柿
」と
呼
ば
れ

る
渋
柿
の
木
が
生
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
逆
柿
に
も
、
源
頼
朝
の
伝
説
が
あ
る
の
で
す
。

　

治
承
４
年（
１
１
８
０
年
）９
月
の
あ
る
日
、
鎌
倉
を
目
指
す
頼
朝
は
、

三
百
騎
の
軍
勢
を
従
え
て
、
犬
掛
を
通
り
か
か
り
ま
し
た
が
、
そ
の
時
、

手
に
持
っ
て
い
た
柿
の
枝
で
作
っ
た
鞭
を
地
中
に
挿
し
て
、「
源
氏
再
興
の

わ
が
願
い
が
成
る
な
ら
ば
、
こ
の
枝
も
必
ず
芽
生
え
よ
」と
言
っ
た
と
い

う
の
で
す
。

　

頼
朝
が
、
地
中
に
挿
し
た
柿
の
枝
は
、
芽
生
え
て
根
を
張
り
、
や
が
て

大
木
に
な
り
ま
し
た
が
、
な
ぜ
か
不
思
議
な
こ
と
に
、
そ
の
梢
こ
ず
えは
、
す
べ

て
下
を
向
き
、
実
も
逆
さ
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、「
逆
柿
」と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
長
い
歳
月
が
流
れ
て
老
木
と
な
り
、
江
戸
時
代
の
嘉
永
年
間

（
１
８
４
８
年
〜
１
８
５
５
年
）に
枯
れ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。

　

今
、
生
え
て
い
る
木
は
、

枯
れ
た
木
の
根
元
か
ら
出
た

孫ひ
こ
ば生
え
が
代
わ
っ
て
生
長
し

た
木
だ
と
か
、
あ
る
い
は
新

し
く
植
え
た
も
の
と
い
わ
れ

る
二
代
目
の
木
で
、
梢
は
逆

さ
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

第 92話
生稲謹爾

「頼朝の逆柿」

・ホームページアドレス
　http://www.city.minamiboso.chiba.jp
・Twitter( ツイッター )アドレス
　http://twitter.com/minamiboso_koho
・Facebook（フェイスブック）アドレス
　http://www.facebook.com/minamibosocity
・千葉テレビ県内市町村情報
　http://www.chiba-tv.com/shicho/
　（千葉テレビデータ放送でも情報が見られます）

南房総市
安全安心メール
配信登録
QRコード ※

 ※  登録は初めに空メールを
送信してください

携　帯
サイト

対
応
者　

弁
護
士
・
労
働
安
全

衛
生
管
理
者
・
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
ほ
か

費
用　

無
料

予
約　

不
要
・
当
日
受
付

　

千
葉
中
央
法
律
事
務
所

☎ 

０
４
３
―
２
２
５
―
４
５
６
７

　

今
年
も「
千
倉
港
物
産
市
・
う

ま
い
も
ん
市
」を
開
催
し
ま
す
。

地
元
の
特
産
品
の
販
売
や
、
サ

ザ
エ
カ
レ
ー
や
く
じ
ら
コ
ロ
ッ

ケ
な
ど
の
グ
ル
メ
店
の
出
店
や

も
ち
投
げ
、
も
ち
つ
き
、
千
葉

県
漁
業
調
査
船
の
乗
船
体
験
な

ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
予

定
。
南
房
総
の
魅
力
い
っ
ぱ
い

の
企
画
が
目
白
押
し
で
す
。

　

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
！

と
き　

平
成
26
年
２
月
９
日（
日
）

　
　
　

午
前
９
時
か
ら

　
　
　

午
後
３
時
ま
で

と
こ
ろ　

千
倉
漁
港
周
辺

　

 

千
倉
地
域
づ
く
り
協
議
会

　
　
『
き
ず
な
』事
務
局

　
　

☎
44
―
１
１
１
３

   

第
４
回
千
倉
港
物
産
市
・

う
ま
い
も
ん
市

も
よ
お
し
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三
芳
緑
染
会
は
、
主
に
三
芳
地
域
に
住
む
33
人
の
メ
ン

バ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。「
三
芳
緑
染
会
」と
な
っ
た
の

は
、
南
房
総
市
発
足
と
同
時
期
で
す
が
、
三
芳
村
時
代
に

は
緑
チ
ー
ム（
国
府
地
区
北
部
６
区
で
構
成
）と
し
て
、
村

民
体
育
祭
な
ど
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
仮
装
な
ど
の
余
興
、「
日

本
の
祭
り
」を
テ
ー
マ
に
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
20
年
以

上
披
露
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
時
に
感
じ
た
楽
し
さ
、
充

実
感
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
を
盛
り
上
げ
る
喜
び
が
、
現

在
の
活
動
の
メ
イ
ン
で
あ
る「
み
よ
し
の
夜
ま
つ
り
」に
引

き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

11
月
に
開
催
し
た

「
み
よ
し
の
夜
ま
つ

り
」は
７
回
目
と
な
り
、

多
く
の
方
々
に
ご
来

場
、
ご
出
演
を
い
た
だ

き
、
あ
り
が
た
い
こ
と

に
そ
の
数
も
年
々
増
え

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
今
回
披
露

し
た
高
さ
４
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る「
創
作
担
ぎ
ね
ぷ
た
」は
、

お
よ
そ
２
か
月
の
製
作
期
間
を
か
け
た
完
全
手
作
り
で
す
。

ほ
か
の
出
演
者
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
激
し
く
、
楽
し
く

担
い
で
心
地
よ
い
汗
を
流
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
企
画
・
運
営
・
出
演
に
興
味
の
あ
る

人
は
、
ど
な
た
で
も
結
構
で
す
の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

三
芳
緑
染
会

　
　

代
表　

瀬
戸
輝
和

　
　

☎
36
―
２
２
０
０　

24

※ 

広
告
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
広
告
主

へ
お
願
い
し
ま
す
。

有
料
広
告

広
報
み
な
み
ぼ
う
そ
う
12
月
号

平
成
25
年
12
月
12
日
発
行

発
行　

南
房
総
市　

〒
２
９
９
│
２
４
９
２

　
　
　

千
葉
県
南
房
総
市
富
浦
町
青
木
28
番
地

編
集　

情
報
推
進
課　

　

０
４
７
０ 

│ 

33 

│ 

１
０
０
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　

FAX　

０
４
７
０ 

│ 

20 

│ 

４
５
９
６

市
民
活
動
団
体
の
紹
介 

　

〜
三
芳
緑
染
会
〜

　
　
　
　
　

代
表　

瀬
戸
輝
和　

会
員
33
人

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
地
域
の
市
民
活
動
団
体
を
応
援

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
地
域
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
団
体

を
ご
存
じ
で
し
た
ら
、
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

市
民
協
働
課　

 

33
―
１
０
０
５

　
　

 

南
房
総
み
ん
み
ん
ネ
ッ
ト
ア
ド
レ
ス

　
　

  http://civil.m
boso-etoko.jp/

第７回みよしの夜まつり　千代地区の屋台と創作ねぷた

いつも元気な緑染会メンバー


